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新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
０
６
５
回 

 行
仙
宿
巡
回
整
備 

 ◇
実
施
日
：
２
０
２
０
年
１
月
１
８
日 (

土)  

曇
り
後
晴 

◇
参
加
者
：
児
嶋
道
夫
、
濱
野
兼
吉
、
生
熊
敏
男
、
梶
野
照
雄
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
名 

 

沖
﨑
代
表
が
風
邪
で
体
調
が
悪
く
、
急
遽
生
熊
さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
午
前
７
時
３
０
分
に
沖
﨑
さ
ん
宅
を
出
発
し
児
嶋
さ
ん
を

乗
せ
て
下
北
山
に
向
か
う
。 

宮
井
大
橋
を
す
ぎ
て
国
道
１
６
９
号
線
花
井
（
け
い
）
に
設
置
さ
れ
て
い

る
温
度
計
は
２
度
。
こ
の
冬
一
番
の
冷
え
込
み
で
あ
る
。
不
動
ト
ン
ネ
ル
か

ら
下
北
山
に
入
り
山
間
の
奧
の
山
は
白
く
雪
化
粧
を
し
て
い
る
。
昨
夜
の
雨

は
大
峯
山
系
で
は
雪
と
な
っ
た
模
様
。
国
道
４
２
５
号
も
雪
は
な
く
順
調
良

く
登
り
詰
め
る
。
林
道
に
は
い
る
と
少
し
雪
が
あ
っ
て
、
何
台
か
の
自
動
車

の
轍
が
残
っ
て
い
る
。
補
給
路
手
前
の
林
道
で
法
面
補
強
の
工
事
で
、
い
ま

ネ
ッ
ト
を
張
る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

 
 

 
 

 

林
道
法
面
工
事
中 

 
 

 
 

登
山
口
到
着 

 
 
 
 

 

花
と
線
香
を
供
え
る 

登
山
口
に
は
梶
野
さ
ん
が
先
に
着
い
て
い
て
、
私
た
ち
も
車
か
ら
荷
物
を

降
ろ
し
モ
ノ
レ
ー
ル
に
積
み
替
え
る
。
梶
野
さ
ん
と
生
熊
さ
ん
は
モ
ノ
レ
ー

ル
で
、
児
嶋
さ
ん
と
私
は
徒
歩
に
て
登
る
。
川
島
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
現
場

に
児
嶋
さ
ん
持
参
の
花
を
供
え
、
線
香
を
手
向
け
全
員
で
ご
冥
福
を
祈
る
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
の
終
点
で
背
負
子
に
角
形
ペ
ー
ル
２
個
を
載
せ
て
行
仙
小
屋

に
向
か
う
。
雪
は
こ
の
辺
か
ら
数
㌢
積
も
っ
て
い
て
、
第
二
ベ
ン
チ
付
近
か

ら
見
渡
す
周
辺
の
山
々
は
白
銀
の
世
界
。
高
圧
電
線
の
張
り
替
え
工
事
の
た

め
雑
木
が
伐
採
さ
れ
視
界
が
良
く
な
り
、
大
台
ヶ
原
方
面
が
く
っ
き
り
見
え
、 

東
に
目
を
向
け
る
と
雲
の
下
に
熊
野
灘
も
海
面
が
金
色
に
輝
い
て
い
る
。 

 

 
 

 
 

 

第
２
ベ
ン
チ 

 
 
 

眺
め
の
良
く
な
っ
た
伐
採
地 

 
 
 

 

熊
野
灘 

 

私
は
笠
捨
山
や
茶
臼
山
等
の
山
々
を
写
真
に
納
め
随
分
遅
れ
て
小
屋
に
到

着
す
る
。
玄
関
前
の
温
度
計
は
マ
イ
ナ
ス
１
・
５
度
。
小
屋
内
は
０
度
。 

各
自
、
早
速
仕
事
に
か
か
る
。
梶
野
さ
ん
ス
コ
ッ
プ
で
雪
を
払
い
小
屋
周

辺
の
通
路
を
作
り
、
屋
根
に
備
え
付
け
た
太
陽
光
発
電
と
屋
根
の
雪
を
下
ろ

し
始
め
る
。
し
か
し
危
険
な
た
め
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
作
業
を
再
開
す
る
が
、

途
中
で
止
め
る
。 
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行
仙
宿
に
到
着 

 
 
 

 
 

 
 

屋
根
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル 

生
熊
さ
ん
は
行
者
堂
と
管
理
棟
の
整
備
。
児
嶋
さ
ん
は
作
業
小
屋
内
の
整

理
を
し
、
水
場
の
点
検
い
く
。
私
は
ト
イ
レ
の
段
ボ
ー
ル
箱
を
ペ
ー
ル
に
取

り
替
え
、
使
用
済
み
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
焼
却
す
る
。
あ
と
小
屋
内

の
仕
事
は
生
熊
さ
ん
に
ま
か
せ
、
梶
野
さ
ん
と
私
は
水
場
に
下
る
。 

 
 

 
 

 

水
場
は
回
復
し
て
い
る 

 
 

 
 
 
 

 

注
連
飾
り
な
ど
撤
去 

先
に
水
場
に
行
っ
た
児
嶋
さ
ん
に
出
合
う
と
水
場
に
は
毎
秒
５
０
Ｃ
Ｃ
位

落
ち
て
い
る
と
の
こ
と
。
梶
野
さ
ん
は
雪
解
け
水
な
の
で
、
雨
と
違
い
ゆ
っ

く
り
浸
透
す
る
か
ら
一
気
に
涸
れ
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
だ
と
教
え
て
く
れ
る
。

水
場
は
き
れ
い
で
水
も
順
調
に
流
入
し
、
凍
る
こ
と
も
な
く
湛
え
て
い
る
の

で
小
屋
に
戻
る
。 

小
屋
で
は
生
熊
さ
ん
が
ス
ト
ー
ブ
に
火
を
入
れ
室
温
は
５
℃
に
上
昇
、
暖

か
い
。
各
自
弁
当
プ
ラ
ス
カ
ッ
プ
ー
ラ
ー
メ
ン
に
お
湯
を
注
ぎ
昼
食
。
ス
ト

ー
ブ
の
上
で
正
月
飾
り
の
餅
を
焼
い
て
い
た
だ
く
。
食
後
は
カ
フ
ェ
こ
じ
ま

が
オ
ー
プ
ン
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
な
が
ら
談
笑
す
る
。 

 

午
後
か
ら
は
正
月
飾
り
の
注
連
縄
等
を
は
ず
し
、
行
者
堂
も
整
理
。
記
念

撮
影
を
し
て
下
山
。
今
回
は
前
夜
の
雪
が
素
晴
ら
し
い
雪
景
色
を
演
出
し
、

特
別
な
作
業
も
な
く
気
楽
な
行
事
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
も

い
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
一
日
で
あ
っ
た
。 

補
給
路
登
山
口
に
て
解
散
。 

 
 

 
 

 

小
屋
内
は
５
℃
に 

 
 

 
 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 

白
く
な
っ
た
笠
捨
山 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
濱
野
・
写
真
；
梶
野
） 

 
行
動
タ
イ
ム 

登
山
口09
：10

→10

：02

行
仙
宿
→10

：58

水
場
→11

：30

行
仙
宿12

：55

→13

：25

登
山
口 


